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グラフェンは表面に吸着した物質に対して電気特性が大きく変化することから、高感度なセン

サとしての応用が期待されている。我々はグラフェン表面に吸着した際に電気特性があまり変化

しない物質を検出するために、抗原依存的な抗体断片 VH-VLの親和性向上を利用したオープンサ

ンドイッチ免疫測定法に取り組んできた。これまでの研究により、VLを予めグラフェン上に修飾

しておき、VHに電荷を持たせることによって、高感度に低分子ペプチドを検出することに成功し

ている。本研究では、臨床検査への応用を目指して、ヒト血清中においてオープンサンドイッチ

免疫測定法を行い、低分子ペプチドの検出を行った。 

Fig. 1に本グラフェンバイオセンサの模式図を示す。予めグラフェン表面に VLを修飾し、ヒト

血清濃度を 0.5 %に保ちながら、VHと抗原（BGP-C7）及び非抗原（BGP-C10dV）の滴下を行った。

Fig. 2 に多数のデバイスの平均の Id/gmの変化を示す。抗原の滴下に対して明らかに電流が変化し

たが、非抗原ペプチドに対してはほとんど変化しなかった。この結果から、0.5 %のヒト血清中で

あってもオープンサンドイッチ免疫測定法により臨床検査において十分な感度での検出が可能な

ことがわかった。       【謝辞】本研究は、JST CRESTの支援を受けたものである。 

  

Fig. 1 A schematic of a VL modified 

graphene FET biosensor. 

Fig. 2. Time course of Id/gm at VD of 0.1 V for VL 

modified graphene at various concentration of 

BGP-C7 and BGP-C10dV. 
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